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第３次北本市地球温暖化対策実行計画策定について（答申）案 

 

平成２５年５月８日付け、北市く発第２００５号で諮問のあった標記のことにつ

いて、本審議会で慎重に審議した結果、下記のとおり答申します。 

 

 

記 

１ 答  申 

 

 日本は京都議定書に基づく温室効果ガス排出量削減約束の実現に向けて対策を

講じてきました。京都議定書の第１次約束期間は平成２４年末をもって終了しま

したが、国連気候変動枠組条約下のカンクン合意に基づき、平成２５年以降も引

き続き地球温暖化対策に積極的に取り組む方針を発表しています。 

当市におきましては平成１５年に北本市地球温暖化対策実行計画（以下実行計

画）を策定し、平成２５年５月現在は第２次実行計画に基づく対策を実施してい

ます。その結果は削減目標を達成する見込みです。 

  こうした状況のなかで、平成２５年度末の第２次実行計画の期間終了に伴い、

第３次実行計画を策定するにあたりその基本的な考え方について審議をいたしま

したので、審議会として以下のことを提言いたします。 

 

1  実行計画に基づく取組みや結果について、市民への情報発信を強化すること。 

 

2  第３次実行計画策定にあっては、市民が読みやすいものとなるように概要版

を作成するなど検討をすること。 

 

3  第２次実行計画は直接的に温室効果ガス排出量を削減する取組みを重視し

ているが、第３次実行計画は森林の温室効果ガス吸収作用に着目し、その保全

の視点をもった実行計画とすること。 
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4  市全体の温室効果ガス排出量削減目標値の設定にあっては、施設ごとに時間

をかけて丁寧に状況を分析して目標値を決定し、これを積み上げる形で設定を

すること。 

 

5  第３次実行計画期間中に新市庁舎及び（仮称）こどもプラザの建設が予定さ

れ、温室効果ガス排出量が増加すると思われる。事業拡大に伴う排出量の増加

とその影響を丁寧に分析して市民理解が得られる目標値とすること。 

  


